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論　　文　　の　　要　　旨

　第ユ階述語論理Lと，Lの中の完全で無限模型をもつ理論丁，及びTの十分に大きな模型σを固

定する。それぞれの長さが醜，kの自由変数列更，yをもつLの論理式g（叉，y）と，1π1κの元a

にっいて，9（牝，葦）で凡←9（ち，蒼）となる1πl　nの元も全体の集合を表わすものとする。論理式

の集合19（文，ai）l　i＜ω1が分割であるとは，ある自然数Bが存在して，集合族1乎（π，註i）l　i＜

ω1の申の任意のn個は共通部分をもたないことである。κ個の分割19λ（文，aiλ）l　i＜剛，λ

＜κ，が独立であるとは，κからωへのどんな写像fについても集合∩　9λ（π，含f（λ），λ）が空
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ＜化
集合にならないことである。また，1孔1の部分集合Aと，1凡1κの元のあつまりla－1ε豆1

について，A上1ailiε互1が独立であるとは，各iε互について，タイプt（ai，AU　la…ll｛εI，

J＼i）がA上forkしないこととする。

　坪井氏は独立な分割の個数と独立な1π1の元に関して

　定理1．無限基数κについて，次の2条件（1），（ii）は同値である。

　（i）κより小さい任意の基数λについて，λ個の独立な分割が存在する。

　（il）κより小さい任意の基数λについて，1凡1の部分集合Aと1凡1κの元ai（i＜λ），δで，

　　1昼童1i＜刈はA上独立になるが，各昼iはA上ちと独立にならないものがある。

を証明した。κi，dm（T）で上記のような長さκの独立な分割が存在しない一ような最小の基数をあら

わすことにすると，定理1より，

　系2．κmi，d（T）＝κi三、d（T）fora11mεω
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が直ちに得られる。したがって，κmi，d（T）は狐によらず定まる。これをκi，d（T）とあらわすとき，

Tがsuperstab1eとするとκi，d（T）はωになる。一方，坪井氏は本論文で

　定理3．κi，d（丁邊）＝ωとなる完全な理論の上昇列To⊂T1⊂T2⊂…⊂T、⊂…について，その和で

　得られる理論丁の可算モデルの個数は1または無隈である。

を証明した。この事実はA．Lachlanによる次の定理：

　LachlaBの定理，Superstab1eな理論の可算モデルの個数は1または無限である。

の拡張になっている。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文で扱われている分野は，模型論の申心分野，通常，純粋模型論（Pure吸ode1theory）とよば

れている分野である。この分野は現在の模型論の申心をなす分野であるが，1960年代の終りから70

年代の初頭にかけてShelahにより方法論が提出され，She1ahとその周辺の研究者達によって多く

の重要な結果が得られてきた。

　坪井氏は，分割についての独立という概念と，個々の元の間の独立という概念を結びつける始め

ての結果（上記定理1）を証明し，それを用いてShe1ahによって提出された未解決問題（上記系2）

を肯定的に解決した。坪井氏の業績は個々の問題の解決に止まらず，She1ah理論の中心をなす理

論一安定性理論一の基本部分を改良するものであり，この分野に新しい方法論を提供していて多く

の応用が期待される。上記定理3はその一例である。

　坪井氏の手法は大局において従来の手法を継承するものであるが，多くの工夫，改良を含んだも

のであり，問題解決への有力な手法を提供するもので，今後，模型論の発展に大きく貢献するもの

と考えられる。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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